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HIS向け医療材料マスターの提供ガイド 

ま え が き 

 

本ガイドは保健医療福祉分野において、外部から供給された医療材料マスターを病院、クリニ

ックなどの医療機関情報システムに取り込む際の要求事項と実装方式を定めたものである。 

医療材料に利用されるコードや名称は、医療安全やトレーサビリティの確保において大変重要

である。既に MEDIS の標準マスターとして提供されているが、カスタム製品や預託品の管理など

中間業者の介入が必要なアイテムについては、中間業者からのマスター提供も視野に入れること

によって医療材料マスターの提供者側と受け入れ側の実装上の仕様統一が図れ、標準化の推進を

目的とする。 

本ガイドが示す医療材料マスターのフォーマットにより、医療材料マスターの提供者に対し要

求すべきポイントを容易に提示・確認することが出来る。その結果、部門システムである物流シ

ステムと病院情報システムの中核で基幹をなすオーダエントリシステムや電子カルテシステム等

との連携を構築する作業の削減に寄与する事もその目的とする。 

さらに、医療機関情報システム上で考慮すべきローカルコードの設定等についてもより具体的

な方法を纏める。 

医療材料のマネジメントは、病院やクリニックの経営面において重要なテーマである。既に薬

品の分野では、同種同効品のコード化がされているが、医療材料分野においては薬品分野ほど進

んでいないため、医療材料マスターの提供者側に医療機関側の要求事項を示すことにより、コス

ト分析に必要な分類コードの利活用と実装の標準化を推進する。 

これまで、保健医療福祉分野におけるシステムの中でも、医療材料を取り扱うシステムは、取

り扱うアイテム数がとりわけ多く、個別の保険請求対象とならないアイテムも多いことから薬品

や病名などと比較し標準化の浸透が遅れた分野である。アイテム数の多さに加え、JAN コードや

GTINなどのリソースマークの利用を考慮した場合、システム導入時や導入後のマスター管理に多

大な労力を必要としていた。 

一方で、医療材料の標準コード等は関係機関の努力により整備され、特に中間業者とメーカー

間においては EDI 化も推進されている。従って、中間業者との連携要求がたかまることにより病

院などの医療機関に対してもこれから徐々に利用が拡大していくと予想される。 

今回、保健医療福祉分野システム向けに医療材料マスターの提供ガイドを纏めることで、医療

材料マスターの取り込む実装方式の統一化がはかれ、医療機関内における標準コードの利活用を

促進する。 

なお、本ガイドは医療機器データベースの管理と普及を推進している一般財団法人 医療情報

システム開発センターと 日本医療機器販売業協会システムプロジェクトにご査読を頂き、趣旨に

ご賛同いただいたことを付記する。 

 

２０１５年３月 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

医療システム部会 部門システム委員会 

 

  

 

 

 

＜＜ 告知事項 ＞＞ 

本ガイドは関連団体の所属の有無に関わらず、ガイドの引用を明示することで自由に使

用することができるものとします。ただし一部の改変を伴う場合は個々の責任において行

い、本ガイドに準拠する旨を表現することは厳禁するものとします。 

本ガイドならびに本ガイドに基づいたシステムの導入・運用についてのあらゆる障害や

損害について、本ガイド作成者は何らの責任を負わないものとします。ただし、関連団体

所属の正規の資格者は本ガイドについての疑義を作成者に申し入れることができ、作成者

はこれに誠意をもって協議するものとします。 
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1. 適応範囲 

 

本ガイドは、医療材料を ITシステム上で管理する病院や医院などの医療機関と、医療材料マスターの供給

に関与する企業（あるいは団体）双方が参照し、医療材料マスター授受方式について標準化が推進され、具

体的な利活用が広がることを目的としている。 

医療機関の IT システムについては、医療材料の購買や在庫管理を行う病院物流管理システムの他、オーダ

エントリシステムや電子カルテシステム、また、医事会計システムとの連携についても想定し、それらの IT

システムで利用するために必要な情報構成と差分更新の考え方について纏める。 

 

 

2. 引用規格・引用文献 

※１）一般財団法人 流通開発センター公開Webサイト 

   http://www.dsri.jp/ 

 

※２）一般財団法人 医療情報システム開発センター(MEDIS)のWebサイト 

   http://www.medis.or.jp/4_hyojyun/medis-master/index.html 

 

※３）日本医療機器販売協会 小冊子「医療機器データベースの効果的な活用法」 

 

 

3. 主な用語の定義 

医療材料 ： 

本ガイドで示す「医療材料」の範囲は、MEDIS が提供する「医療機器データベース」のうち、主

に消費される材料を表している。また、「体外診断用医薬品」やその他の「雑品」は、本ガイド内で

示す「医療材料」と同様な取り扱いが可能か執筆時点で判断をしていない。 

あいまいであるが、「特定保険医療材料」と「それ以外の消費される医療材料」を対象に「医療材料」

と表記している。 

 

GS1 ：流通システム分野の国際的な標準化機関 ※１） 

 

GS1データバー： 

商品コードに加え、商品属性の情報を持つことが出来る一次元バーコード 

標準で４種類、拡張３種類の7種類が規定されているほか、医薬品向けにコンパクトな表示が可能

なRSS/RSS合成シンボルが規定されている。 

商品属性は、有効期限日、ロット番号など医療安全とトレーサビリティ確保への活用が期待されて

いる。 ※１） 

 

JANシンボル、JANコード： 

「JANコード」（Japanese Article Number）は、わが国独自の規格名。国際的には、「EANシンボ

ル」と呼ばれている。標準 13 桁の共通商品コードで、国＋メーカー＋商品アイテム＋チェックデ

ジットで構成される。 

 

GTIN ： 

GTIN(ジーティン)（Global Trade Item Numberの略）とは、 

http://www.dsri.jp/
http://www.medis.or.jp/4_hyojyun/medis-master/index.html
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国際的な流通標準化機関の GS1（本部：ベルギー）により標準化された国際標準の商品識別コー

ドの総称。通常 GTIN-14を指し、JANコードなど 14桁に満たないコードの先頭に”0”を付けて

14桁に揃える。 ※1） 
 

梱包識別インジケーター：  

GTIN で規定する梱包識別インジケーターとは、梱包形態や入り数を示す識別コードで GTIN-14

の先頭桁により区別している。 

 

梱包インジケーター（Packing Indicator） 

 

 

個装： 

医療材料で定義する個装とは、最小包装単位のこと。最小包装単位とは、包装されている荷姿のな

かで、一番小さい単位のことで、内容物を直接包装しているもの（直接被包材）を意味する。 

個装をPIが0（ゼロ）として、PI-0と表示される。 

（通常は、最小使用単位と一致するが、最小滅菌単位にPI-0のGTINを使用しているものもある。

ただし、衛生材料など） 

 

JMDN（コード）： 

国際医療機器名称GMDN(Global Medical Device Nomenclature)を取り入れた日本医療機器名称

（Japan Medical Device Nomenclature）の略。日本で薬事法上の医療機器とみなされるものに日

本独自の名称と分類コードが付与されている。JMDNコードは8桁 
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4. 医療材料マスターの構成 

4.1. 医療材料マスターの供給イメージとフォーマット 

4.1.1. 医療材料マスターの供給イメージ 

 医療材料マスターの供給は、医療機関に対し医療材料を直接販売する卸業者、メーカー、あるいは医療材

料の調達を代行する業者などを想定しているが、特に限定するものではない。 

 医療材料マスターに、GS1 コードや JAN コードなどの標準コードを採用しコードの鮮度維持を実現する

ためには、医療機関に医療材料マスターを供給する外部組織が必要と考えており、さらに標準コードを採用

したメリットを共有する外部組織の候補（ステークホルダー）として、医療材料の販売業者や調達代行業者

を想定している。 

 図１に示すように、医療材料マスターの製品情報の新規追加や更新と、医療機関へ情報が提供されるまで

には時間ギャップが想定される。 

 従って、医療材料マスターの提供者は、以下の内容を予め利用者である医療機関に通知しておく必要があ

る。 

１） 医療材料マスターの登録・更新情報提供のタイミング、情報提供サイクル 

２） 市場に出ている医療材料（商品）と医療材料マスターにギャップがある場合の対応方法 

※疑義情報の問い合わせ方法告知など 

 

図１）医療材料マスターの更新と医療機関のデータ取得タイミングの関係 

 

 

 また、医療材料マスター提供者は、マスター情報が更新された理由を製造業者から入手した場合、可能な

範囲で医療機関に知らせることが出来ると想定される。 

 医療機関にとっても、情報が公開されたほうが良いと思われるので、本ガイドでは、医療材料に関する付

帯情報を医療機関向けに公開する方法について提示する。 

図２に医療材料マスターの受給方法と役割分担（案）を示す。記載した「医材卸業者など」という役割は、

医療機関と医療材料の取引関係にある業者を想定している。医療材料マスターの設定にあたり、取引される

医療材料（商品）と JAN コードなどの利用されるコードや単位などの齟齬が生じないよう。相互に医療材

料マスターの事前チェックを行うことを想定している。 

また、供給される医療材料マスターの導入初期には、医療機関が既に採用している医療材料のリストを元に、

名寄せを行うことが想定されるが、この際には医療材料マスターの供給者のサービスもオプションを用意で

きることが望ましい。 
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図２）医療材料マスターの受給方法と役割分担（案） 

医材卸業者など 医療機関 医療材料マスター提供者

採用品の一覧をEXCELなどに

纏める。

JANコードやメーカの商品コード

などの補完を支援する。

←

→

必要に応じて、採用品のJAN

コードや、商品コードなど、商品

のマッチングに有効な情報補完

を取引業者に依頼する。

↓

完成した採用品の一覧で、医

療材料マスターの突合せを実

行する

→

←

医療材料マスターの名寄せ

サービスを提供する。

↓

医療機関が採用しているマス

ターの初期選択が完了する。

新規採用品が決定（内定）

したら、医療材料のカタログなど

の商品情報を元に、追加する

医療材料マスターを検索し、選

択する。

→

←

医療材料マスター検索、およ

び、採用品追加サービスを提

供する。

↓

医療機関が採用している医療

材料の追加が完了する。

医

療

材

料

マ

ス

タ

ー

の

ダ

ウ

ン

ロ

ー

ド

時

医療機関が採用している医療

材料のマスター全件、もしくは

前回ダウンロード時からの差分

をダウンロードする。

→

←

医療材料マスターのダウンロー

ドサービスを提供する。

ダウンロード履歴を医療機関

毎に保持し、差分ダウンロード

を可能とする。

医

療

材

料

マ

ス

タ

ー

の

検

証

時

発注書の記載やEDI上の発

注データが間違っていないか検

証を支援する。

→

←

病院システムに設定された医

療材料マスターの検証を、院内

システム上で行い、さらに発注

上も問題が無いか検証する。

医

療

材

料

マ

ス

タ

ー

の

疑

義

照

会

時

発注書の記載やEDI上の商

品コードが間違っていたり、コー

ドが古いなど疑義が発生した場

合は、対象医療機関に通知

する。

→

←

提供された医療材料マスターに

なんらかの疑義が発生した場

合は、提供元に疑義照会す

る。

→

←

提供した医療材料マスターの

疑義について調査し、誤りなど

があれば修正情報を利用者に

通知する。

必要に応じて、発売元に確認

する。

初

期

導

入

時

医

療

材

料

の

追

加

採

用

時

 

 

医療材料マスターを受け取った医療機関が、HIS上に医療材料マスターの統合的な管理を行う方法について

は、4.2項で提示する。 
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4.1.2. 医療材料マスターのフォーマット.  

 

 全５種、医療材料マスターに付随し、複数セット品（複数償還品）の償還連携マスター、償還マスター、

メーカー名、単位。 

1 ○

2 〇

3 〇

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 定価適用開始日

14

15 商品コード区分 不可

16 商品コード 不可

17 梱包数 不可

18 単位コード 不可

19 総数量 不可

20 定価

21

22

23

24

25

26 不可

27 不可

28

29 更新日

説明

　ファイル形式：CSV、文字コード：Shift JISを推奨

JMDNコードに紐付く一般的名称

繰

り

返

し

（

十

一

回

）

char 8 不可 本マスタ内容の定価が適用開始される日付を設定

9

varchar 40 不可

char 1 不可 0:通常価格　1:オープン価格

char

YYYYMMDD

60

半角数字

梱包の定価数字

int

decimal 12,3

No 項目名 型 文字長 NULL 項目の説明

医療材料マスター

PK 形式

メーカー商品コード varchar 30
製造メーカーが設定し、製品を特定する記号製品番号、

カタログ番号、オーダー番号など
半角英数字

int

製造中止日 char 8 未設定(null)，製造中止日以前は有効YYYYMMDD

版数

JMDNカナ名称 varchar 100

半角数字クラス分類区分 char 1

不可

不可

0:指定なし、1:Ⅰ一般医療機器、2:Ⅱ管理医療機器、3:Ⅲ高度管理機器、4:Ⅳ

高度管理機器

データ更新回数

半角数字

char

半角英数カナ

旧管理コード char 10 同じ商品で管理コードが変わった場合に、変更前の管理コードを設定半角英数字

メーカーコード

商品名

1:医療材料、2:医薬品、3:体外診断薬、4:医療機器、

5:事務用品、6:日用雑貨、7:印刷物、9:その他

製品名称(基本的にサイズ違いは同名)

不可

全角半角混在

分類コード char 11 不可 分類に紐づくコード

半角数字

半角数字

商品グループ区分 char 1

製品の形、色、サイズなど形態を示す全角半角混在規格 varchar

税区分 char 1 不可 0:内税 1:外税 2:非課税半角数字

定価区分

償還連携コード varchar 7

生物由来製品区分 char 1

分類に紐づく名称全角・半角混在分類名 varchar 620

半角数字

char 14
商品コード区分=JAN :商品コード(13桁)

商品コード区分=GTIN:梱包識別付商品コード(14桁)

JMDN名称 varchar 100

char

英数字

入数

※商品コード区分=JANの場合は設定しない。

梱包数の示す単位コード

※商品コード区分=JANの場合は設定しない。

1 半角英数字

char 5

償還材料の場合のみ値を設定

8 半角数字 日本医療機器名称(Japan Medical Device Nomenclature)の略。JMDNコード

個装(PI0)単位の総数量

※商品コード区分=JANの場合は設定しない。

int

数字

数字

数字

商品コードの区分

1:JAN、3:GTIN

不可 半角英数字 提供ベンダが任意に設定するKEYコード

全角・半角混在
JMDNコードに紐付く一般的名称

0:生物由来品ではない製品、1:生物由来品、2:特定生物由来品

char 8 不可 YYYYMMDD

不可 数字

本マスタ内容を変更した日付を設定

本国製造企業、本国販売企業、日本での輸入企業、日本の販売企業のうち業界で

一般的に呼び合う企業
半角英数字

char 1 不可

管理コード char 10

更新区分 数字 0：通常、1：削除

適用開始日 char 8 不可 YYYYMMDD 管理コードに対するマスタの内容が有効になる日付
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1 ○

2 ○

3 ○

4 〇

5

6

7

8

数字 提供ベンダで設定した償還マスターのグループキーコード（１材複数償還向け）

データの有効期間・開始年月日

有効期間終了日 char 8 YYYYMMDD データの有効期間・終了年月日

有効期間開始日 char 8 YYYYMMDD

数字 管理コード、償還情報コード単位での償還数

小数点第3位までの数字 償還価格算出用の係数

半角数字 償還価格算出用の入数

償還数 int

償還入数 int

償還係数 decimal(12,3)

償還をグルーピング化するためのコード

提供ベンダで設定した償還マスターのキーコード10償還情報コード varchar 不可

償還連携コード varchar 7

半角数字

不可 半角数字

償還グループコード int

文字長 NULL 形式 項目の説明

説明

　ファイル形式：CSV、文字コード：Shift JISを推奨償還連携マスター

No 項目名 PK 型

 

1 ○

2 〇

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

全角、半角混在 償還価格に対する単位名称

レセプト電算コード       char 10 半角英数字 レセプト電算処理に使用するコード

全角、半角混在 予備

償還単位 varchar 20

償還階層名９ varchar 200 全角、半角混在 予備

償還階層コード１0 varchar 5 半角数字 予備

償還階層名１0 varchar 200

償還階層名８ varchar 200 全角、半角混在 予備

償還階層コード９ varchar 5 半角数字 予備

償還階層名７ varchar 200 全角、半角混在 予備

償還階層コード８ varchar 5 半角数字 予備

償還階層名６ varchar 200 全角、半角混在 官報記載の分類6階層目の名称

償還階層コード７ varchar 5 半角数字 予備

償還階層名５ varchar 200 全角、半角混在 官報記載の分類5階層目の名称

償還階層コード６ varchar 5 半角数字
官報記載の分類6階層目の小文字ローマ数字"ⅰ"を先頭に0を付加して

数字2桁で表記し、接合する

償還階層名４ varchar 200 全角、半角混在 官報記載の分類4階層目の名称

償還階層コード５ varchar 5 半角数字
官報記載の分類5階層目のカナ表記"ア"をアイウエオ順に数値に変換し、

先頭に0を付加して2桁で表記

償還階層名３ varchar 200 全角、半角混在 官報記載の分類3階層目の名称

償還階層コード４ varchar 5 半角数字
官報記載の分類4階層目の○囲み数字表記（①）を先頭に0を付加して

数字2桁で表記

償還階層名２ varchar 200 全角、半角混在 官報記載の分類2階層目の名称

償還階層コード３ varchar 5 半角数字
官報記載の分類3階層目の括弧付き数字表記"(1)"を先頭に0を付加して

数字2桁で表記

償還階層名１ varchar 200 全角、半角混在 官報記載の分類1階層目の名称

償還階層コード２ varchar 5 半角数字 官報記載の分類2階層目の数字3桁表記"001"を数字3桁で表記

償還記号 varchar 10 英数字 診療報酬明細書における略称の整形にて英数記号化された部位を抜粋した情報

データの有効期間・終了年月日

償還階層コード１ varchar 5 半角数字
官報記載の分類1階層目の大文字ローマ数字表記"Ⅰ"を先頭に0を付加して

数字2桁で表記

償還価格 decimal(12,3) 小数点第3位までの数字 償還名に紐付く償還価格

8 YYYYMMDD データの有効期間・開始年月日

償還名 varchar 200 全角 官報記載の分類階層を"／"区切りで纏めた名称

有効期間終了日 char 8 YYYYMMDD

char有効期間開始日

NULL 形式 項目の説明

不可 半角数字 提供ベンダで設定した償還マスターのキーコード

説明

　ファイル形式：CSV、文字コード：Shift JISを推奨

No 項目名 PK 型 文字長

償還マスター

償還情報コード varchar 10
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1 ○

2

3

4

5

6

7

8

メーカーマスター
説明

　ファイル形式：CSV、文字コード：Shift JISを推奨

全角

メーカー名（略式）

不可

不可

提供ベンダで設定したメーカーマスターのキーコード

製造販売元名称

製造販売元略名称

不可

全角varchar 20

char 9 半角英数字メーカーコード

メーカー名（正式）

全角 製造販売元事業部名称

製造販売元事業部略名称

未設定(null)，使用禁止日以前は有効

1:合併・吸収、2:廃業・倒産、3:業務・機能変更半角数字

YYYYMMDD

全角

使用禁止区分 char 1

事業部名称（略式） varchar 20

備考 varchar 60 全角、半角混在

varchar 40

使用禁止日 char 8

事業部名称（正式） varchar 40

NULL 形式 項目の説明No 項目名 PK 型 文字長

 

 

1 ○

2

3

形式

単位マスタ

項目の説明

説明

　ファイル形式：CSV、文字コード：Shift JISを推奨

単位ｺｰﾄﾞ varchar 5 不可

No 項目名 PK 型 文字長 NULL

単位名称 varchar 20 全角、半角混在

備考 varchar 60

数字 提供ベンダで設定した単位マスターのキーコード

全角、半角混在

単位の名称
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4.1.3. 各マスターレコードの連携図（E.R図） 

 

 
 

 

（補足説明） 

・ 医療材料マスターの「償還連携コード」は特定医療材料の場合のみ設定する。 

・ 医療材料マスターの「繰り返し 11回」は基本的に JANコード×１個、GS1×10個を想定しているが、

JAN×ｎ個も設定可能とする。 

・ 医療材料マスターの「償還連携コード」は特定医療材料の場合のみ設定する。 

・ 医療材料マスターの「繰り返し 11 回」は基本的に JAN コード×１個、GS1×10 個を想定しているが、

JAN×ｎ個も設定可能とする。 

・ 通常の償還品の場合、医療材料マスターと償還連携マスターの関係は１：１となる。 

・ 非償還品の場合、償還連携マスターにレコードは存在しない。（１：０） 

・ 人工心肺回路の様な 1 商品で複数償還品(複数レセ電コードを所有)の場合、1 つの「償還連携コード」

に対し、複数の「償還情報コード」を設定可能とする。（１：Ｎ） 

・ １つの商品で複数償還価格を有する場合、1 つの「償還連携コード」に対し、複数の「償還グループ

コード」を設定可能とする。（１：Ｎ） 

・ 償還連携マスターと償還マスターの「有効期間開始日」「有効期間終了日」は、上位のキーが同じ値の

レコードについて任意の日付に有効なレコードが２つ以上にならないようにずらして設定する。 
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4.2. 医療材料マスターの取り込み概念と処理（案） 

マスター提供者から入手した医療材料マスターは、HISに取り込まれて利用できる状態にするまでに、ど

のような処理が想定されるのかについて概念を示す。 

医療機関で既に稼動している医事システムやオーダエントリシステム、電子カルテシステムなどが、統一

的な医療材料コードに将来対応できるようになるのが望ましいという意見が想定されるが、実態として JAN

コード（GS1含む）自体の実装状況や桁数、HIS上のレコードとの一意性について医薬品と医療材料では違

うことなどの課題も多い。 

従ってこのガイドでは、医事システムやオーダエントリシステム、電子カルテシステムなどで利用される

医療材料コードは、ケースに応じて JAN コードなどに対応可能とするインフラを考慮しつつ、従来から用

いられている独自コードの利用も継続されることを前提とする。 

また、マスター提供者から入手した医療材料マスターは、医療施設内の管理テーブルに取り込まれ、更新

内容や追加・更新対象レコードの確認を行うことを想定している。 

その際、JAN コード（GS1 含む）自体がメーカーの統合などにより変更されることを考慮し、更新時に

キーとなる「管理コード」を持つ必要がある。 

この「管理コード」として採用すべき標準的なアイテムはマスター提供元により一意に付番されたもので

あることを想定している。 

図３に医療材料マスターをHISに取り込む際の取り込みフロー概念図を示す。 
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図３）医療材料マスターの取り込みフロー概念図 

ダウンロードし

た医療材料マス

ター

医療材料材統

合管理マスター

（これまで取り込

んだマスター）

今回

更新対象となる

レコード

更新対象箇所の

抽出

【表示】

更新内容

の確認

新：旧比較

判断

医療機関

利用者

【指示】

更新処理

の指示

指示

在庫管理システ

ム用更新レコード

医事システム用

更新レコード

オーダエントリシス

テム、電子カルテ

システム用更新レ

コード

【更新】

新規のレコードは追加し

変更が加わったレコードは更新する。

（必要に応じ、更新対象を選択）

【補完】

医事シス

テムに必

要な情報

を補完す

る。

前回まで

【補完】

新規に追加された医療材料について

は、HISの各種マスターを更新するため

に必要な情報を補完する。

（それぞれのシステムで必要なキー

コードやフラグ類などを想定）

医材統合管理マ

スター

最新

【補完】

HISマス

ター更新

に必要な

キー情報

を補完す
入力

医材統合管理マ

スター

【更新】

HISの関連するマスターを更新する。

【指示】

更新処理

の指示

指示

【補完】

在庫管理

システム

に必要な

情報を補

完する。

【補完】

オーダエ

ントリ、電

子カルテ

システム

で必要な

情報を補

完する。

【HISそれぞれのツールで対応】

更新
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5. ローカルコードの利用ガイド 

5.1. ローカルコードを利用する想定ケース 

 4.2 項でも述べたが、各医療機関で JAN コードやGS1 などリソースマークを HIS で利用できる場合と、

当面、従来の独自コードを利用する場合の両方が想定されるが、ここでは、JAN コードやGS1 などのリソ

ースマークを積極的に利用する場合を想定して、「リソースマークが無い材料など」に施設内（あるいは、

HISインフラを共有しているグループ医療機関を含む）で JAN コードやGS1コードの体系を踏襲した識別

コード（バーコードシンボルやRFID）を付番するルール作りについて提示する。 

  

5.2. ローカルコードの付番方法 

 既に、JANコードを活用している流通業で、生鮮品のように計量されて値段が決まるものやJANコード

が無い品物については、「インストアマーキング」と呼ばれるコード体系が利用できるよう定義されており、

このルールを利用する。 

 JAN コードの先頭 2 桁は、通常、企業が属する国を示すコードが設定されている。たとえば日本の場合、

「４５」もしくは「４９」が割り当てられている。 

インストアマーキングは JAN コードの先頭 2 桁が、２０～２９、０２と定義されており、各医療機関がリ

ソースマークと独自の商品コードを混在して運用しなければならない場合は、当面の措置として JAN コー

ドの先頭2桁にこの内の「２０」を適用することを推奨する。 

 

表 1 にインストアマーキングのコード体系を示すが、PLU タイプのコード体系を利用する場合、商品アイ

テムコードに１０桁の数字を割り当て可能である。医療機関内で利用するコードとしては充分な桁数と考え

られる。 

 

 

表１）インストアマーキングのコード体系 

 

（プリフィックスまとめ） 

 「０２」将来向けにリザーブする。一般流通ではNonPLUで利用されることが多い。 

 「２０」医療機関がローカルコードをJANコードの形式でバーコード化する場合に利用。 

「２１～２９」将来向けにリザーブする。 
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6. 同種同効品などの分類について 

 医療材料のマネジメントを実現するために、以下の２つの観点で同種同効品の分類コードが必要と考えて

いる。 

１） コストマネジメントの観点 

２） 臨床現場の作業標準化の観点 

 

医療機関で、同種同効品の医療材料が複数採用されると、それぞれ品物に購入数量が分散する。一般的に年

間や月間の購入数量が予測出来て、ある程度の消費量が見込まれる場合、購買契約時の価格交渉は容易にな

る。従って、同種同効品の医療材料を容易に分類できるコードは、コストマネジメントの観点で必要である。 

また、医療施設内の作業標準化の観点でも、同じ目的で利用される材料が複数種存在することにより、正し

い利用方法の周知がより難しくなることが予想される。利用目的に沿って使用する材料を絞り込むことは、

臨床現場の作業標準化を推進し医療安全にも寄与することが想定される。 

 

医療材料マスターの供給者によって同種同行品の分類が違ってくることが想定されるが、本ガイドにおい

ては、上記観点が実現可能な分類コードを医療材料マスターの提供者に要望することを明記し、4.1 項に示

す医療材料マスターのフォーマット案に、同種同効品の分類コードの提供を受ける ITEMを提案するもので

ある。従って、同種同行品の分類方法などを規定するものでは無い。 

以下に、同種同効品分類のユースケース概略を記載する。 

 

１） 医療機関内で、医薬品と同様に院内採用品を検討する委員会を開催する際、現在使用している医療材料

の同種同効品リストを作成する。（年間使購入量、金額なども含む） 

２） 医療機関が、新規に医療材料の購入を検討する際、同種同効品についてもマスターを検索し、メーカー

やディーラから様々な情報を収集する。 

３） 医療機関が、医療材料費の年間購入費報告書を経営会議に提出する際、同種同効品別に費用を算出し、

購入費の高いものから効率的に検討できるよう準備する。（ABC 分析） 
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付録－1. 医療材料と医薬品の梱包インジケーターについて 

 

 

本ガイドは、「HIS向け医療材料提供ガイド」であるため、医薬品について詳細を記述するものではないが、

医療材料とGTIN-14の取り扱いが大きく異なるため付記するものである。 

 前述のとおり、医療材料において PI-0 は（基本的に）個装と定義しているが、医薬品業界では、梱包形態

が多いことからこの方式が使用できなったため、0が個装または調剤単位、１が販売単位、3が元梱包単位として

利用している。 
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付録－2. マスターレコードの補足説明（具体例） 

 

（１）ER図で各レコードの関連を示しているが、具体的な結合キーとの連結例 

 

例１：一般的な医療材料 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【医療材料マスター】 

管理コード：JAHIS0358390 

適用開始日：2012/04/01～ 

商品名：ｘｘｘ血管造影用カテーテル 

規格：4Fr50cm二方活栓ｿﾌﾄﾛﾝｸﾞｱﾝｸﾞﾙ 45度 

償還連携コード：0358390 

 

 

【償還連携マスター】 

償還連携コード：0358390 

償還グループコード：1 

適用開始日：2000/01/01～ 

償還情報コード：53 

償還数：1 

 

【償還マスター】 

償還情報コード：53 

適用日付：2014/04/01～ 

 償還名①：血管造影用カテ／一般用 

 償還価格①：2540.00円 

 

 

 

"JAHIS0358390","20120401","0","1","","1","ｘｘｘ血

管造影用カテーテル","4Fr50cm二方活栓ｿﾌﾄﾛﾝｸﾞｱﾝｸﾞﾙ 45

度","RF-DU65005","G1","1","1300","","血管・末梢-造影

-造影用

","4","0","1","0","1","54","2880.000","5","51","144

00.000","25","15","72000.000","","","","","","","",

"","","0358390","","1","4987350553799","","","","",

"","","","","","","","","","","","","","","","","",

"","","","","","","","","","","","","","","","","",

"","","","","","","","","","","","","","","","","",

"","","" 

「医療材料マスター」出力データ例 

"0358390","1","53","20000101","99991231","1","1","1

" 

"53","20140401","99991231","血管造影用カテ／一般用

","2540.00","","02","医科点数表の第２章第３部、第４

部、第６部、第９部、第１０部及び第１１部に規定する特

定保険医療材料（フィルムを除く。）及びその材料価格

","009"," 血管造影用 ｶ ﾃ ｰ ﾃ ﾙ ","01","(1). 一般用

","","","","","","","","","","","","","","","","738

180000" 

「償還マスター」出力データ例 

CR+LF 

CR+LF 

「償還連携マスター」出力データ例 

材料イメージ 
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例２：複数償還の医療材料 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【医療材料マスター】 

管理コード：JAHIS0134428 

適用開始日：2012/04/01～ 

商品名：ｘｘｘ人工心肺回路Ｎ 

規格：心筋保護回路 153 

償還連携コード：0134428 

 

 

【償還連携マスター】 

償還連携コード：0134428 

償還グループコード：1 

適用開始日：2000/01/01～ 

償還情報コード①：533 

償還数①：1 

償還情報コード②：539 

償還数②：1 

償還情報コード③：543 

償還数③：1 

 

【償還マスター】 

償還情報コード①：533 

適用日付：2014/04/01～ 

 償還名①：人工心肺回路／心筋保護回路 

 償還価格①：18300.00円 

 

償還情報コード②：539 

適用日付：2014/04/01～ 

 償還名②：人工心肺回路／ 

個別機能品／心筋保護用貯液槽 

償還価格②：12600.00円 

 

償還情報コード③：543 

適用日付③：2014/04/01～ 

 償還名③：人工心肺回路／個別機能品／熱交換器 

償還価格③：23500.00円 

 

 

 

 

"JAHIS0134428","20120401","0","1","","1","ｘｘｘ人

工心肺回路Ｎ","心筋保護回路153" ,"1","1200","人工心

肺回路","心臓-体外循環-人工心肺回路

","","","3","0","1","0","1","54","49700.0 

「医療材料マスター」出力データ例 

"0134428","1","533","20000101","99991231","1","1","1" 

"0134428","1","539","20000101","99991231","1","1","1" 

"0134428","1","543","20000101","99991231","1","1","1" 

"533","20140401","99991231","人工心肺回路／心筋保護

回路","18300.00","","02","医科点数表の第２章第３部、

第４部、第６部、第９部、第１０部及び第１１部に規定す

る特定保険医療材料（フィルムを除く。）及びその材料価

格","127","人工心肺回路","03","(3).心筋保護回路

","","","","","","","","","","","","","","","","737

170000" 

"539","20140401","99991231","人工心肺回路／個別機能

品／心筋保護用貯液槽","12600.00","","02","医科点数

表の第２章第３部、第４部、第６部、第９部、第１０部及

び第１１部に規定する特定保険医療材料（フィルムを除

く。）及びその材料価格","127","人工心肺回路

","06","(6).個別機能品","04","④.心筋保護用貯液槽

","","","","","","","","","","","","","","737230000

" 

"543","20060401","20080331","人工心肺回路／個別機能

品／熱交換器","23500.00","","02","医科点数表の第２

章第３部、第４部、第６部、第９部、第１０部及び第１１

部に規定する特定保険医療材料（フィルムを除く。）及び

その材料価格","127","人工心肺回路","06","(6).個別機

能品","08","⑧.熱交換器

","","","","","","","","","","","","","","737270000

" 

「償還マスター」出力データ例 

CR+LF 

CR+LF 

CR+LF 

CR+LF 

CR+LF 

「償還連携マスター」出力データ例 

材料イメージ 
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例３：償還係数を設定する医療材料 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【医療材料マスター】 

管理コード：JAHIS052592 

適用開始日：2012/04/01～ 

商品名：ｘｘｘプロシージャーパック 

規格：12.7cmx7.35cm 2枚/ﾊﾟｯｸ 6642-05 

償還連携コード：052592 

 

 

【償還連携マスター】 

償還連携コード：052592 

償還グループコード：1 

適用開始日：2004/04/01～ 

償還情報コード：439 

償還数：1 

償還係数：186.69 

償還入数：1 

 

【償還マスター】 

償還情報コード：439 

適用日付：2014/04/01～ 

 償還名：合成吸収性癒着防止材 

 償還価格：171.00円 

 償還単位：cm2 

 

 

 

"JAHIS052592","20120401","0","1","","1","ｘｘｘプロ

シージャーパック","12.7cmx7.35cm 2枚/ﾊﾟｯｸ 

6642-05",,"1","1200"," [癒着防止材]", 

","","","4","0","1","0","1","98","31177.000","5","5

1","155885.000","","","","","","","","","","","",""

,"0052592","","1","4987042360209","","","","","",""

,"","","","","","","","","","","","","","","","",""

,"","","","","","","","","","","","","","","","",""

,"","","","","","","","","","","","","","","","",""

,"" 

「医療材料マスター」出力データ例 

"052592","1","439","20040401","99991231","1","186.6

9","1" 

"439","20140401","99991231","合成吸収性癒着防止材

","171.00","","02","医科点数表の第２章第３部、第４

部、第６部、第９部、第１０部及び第１１部に規定する特

定保険医療材料（フィルムを除く。）及びその材料価格

","100","合成吸収性癒着防止材

","","","","","","","","","","","","","","","","","

cm2","730840000" 

「償還マスター」出力データ例 

CR+LF 

CR+LF 

「償還連携マスター」出力データ例 

材料イメージ 
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例４：２パターンの償還がある医療材料 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【医療材料マスター】 

管理コード：JAHIS0169675 

適用開始日：2014/04/01～ 

商品名：ｘｘｘバーン 

規格：JL3.5 6Fr ｼﾞｬﾄｷﾝｽ L 

償還連携コード：0169675 

 

【償還連携マスター】 

償還連携コード①：0169675 

償還グループコード①：1 

適用開始日①：2014/04/01～ 

償還情報コード①：839 

償還数①：1 

償還係数①：1 

償還入数①：1 

 

償還連携コード②：0169675 

償還グループコード②：2 

適用開始日②：2014/04/01～ 

償還情報コード②：840 

償還数②：1 

償還係数②：1 

償還入数②：1 

 

【償還マスター】 

償還情報コード①：839 

適用日付①：2014/04/01～ 

 償還名①：ガイディングカテーテル／冠動脈用 

 償還価格①：16,600.00円 

 償還単位①：本 

 

償還情報コード②:840 

適用日付②：2014/04/01～ 

 償還名②：ガイディングカテーテル／腹部四肢末梢用  

 償還価格②：22,600.00円 

 償還単位②：本 

 

 

 

" JAHIS0169675","20140401","0","1","","1","ｘｘｘバ

ーン"," JL3.5 6Fr ｼﾞｬﾄｷﾝｽ L ",,"1","1200"," [ガイディ

ングカテーテル]", 

","","","4","0","1","0","1","98","31177.000","5","5

1","16600.000","","","","","","","","","","","","",

"0052592","","1","4987042360209","","","","","","",

"","","","","","","","","","","","","","","","","",

"","","","","","","","","","","","","","","","","",

"","","","","","","","","","","","","","","","","",

"" 

「医療材料マスター」出力データ例 

"0169675","1","839","20140401","99991231","1","1","

1" 

"0169675","1","840","20140401","99991231","1","1","

1" 

 

"839","20140401","99991231","ガイディングカテーテル

／冠動脈用","16,600.00","","02","医科点数表の第２章

第３部、第４部、第６部、第９部、第１０部及び第１１部

に規定する特定保険医療材料（フィルムを除く。）及びそ

の材料価格

","100","","","","","","","","","","","","","","","

","","","本","738970000" 

"840","20140401","99991231","ガイディングカテーテル

／腹部四肢末梢用","22,600.00","","02","医科点数表の

第２章第３部、第４部、第６部、第９部、第１０部及び第

１１部に規定する特定保険医療材料（フィルムを除く。）

及びその材料価格

","100","","","","","","","","","","","","","","","

","","","本","738980000" 

 

「償還マスター」出力データ例 

CR+LF 

CR+LF 

「償還連携マスター」出力データ例 

材料イメージ 

CR+LF 
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（２）保険請求上、換算などが必要になる材料の設定例 

 

 

 

 

（補足説明） 

 ・上記の図の物流単位は医療材料マスターの「単位コード」の１番目に設定する。 

  医事単位は償還マスターの「償還単位」に設定する。 

  換算値は償還連携マスターの「償還係数」に設定する。 
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